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状況の公表について

区 分
給料・報酬月額 期末手当

支給割合減額後給料･報酬 条例での給料･報酬 差 額

町 長 588,000円 735,000円 △147,000円
６月期

1.6月分

12月期
1.7月分

副 町 長 470,400円 588,000円 △117,600円

教 育 長 469,200円 552,000円 △82,800円

議 長 245,700円 273,000円 △ 27,300円

副 議 長 210,600円 234,000円 △ 23,400円

議 員 185,250円 195,000円 △ 9,750円

特別職・議員等の報酬の状況

地方公務員法の一部改正により平成17年度

から地方公共団体の職員の任用、給与、服務

や勤務条件など人事行政の運営状況について

公表することが、義務づけられています。

勝浦町におきましても、従来から実施して

きた勝浦町人事行政の運営等の状況の公表に

関する条例に基づく公表を本年も次のように

させていただきます。

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

☆勤務を要する日…毎週月曜日から金曜日までの週５日間
（国民の祝日および12月29日から翌年の１月３日までを除く）

☆1日当たりの勤務時間…午前８時30分から午後５時15分まで
（午後零時15分から午後１時までの間は休憩時間）

☆1週間当たりの勤務時間…40時間

勤務時間

休暇制度

休 暇 の 種 類 休 暇 日 数 等

有

給

年 次 休 暇 １年につき20日間

病
気
休
暇

公務上の負傷又は疾病 その療養に必要と認める期間

結核性疾病
１年を超えない範囲内でそ
の療養に必要と認める期間

上記以外の負傷又は疾病
3ヶ月を超えない範囲内でそ
の療養に必要と認める期間

特

別

休

暇

感染症の予防及び感染症の患者に対する医
療に関する法律による交通しゃ断又は隔離

必要と認める期間

風、水、震、火災その他の非常災害
による交通しゃ断

必要と認める期間

風、水、震、火災その他の天災地変に
よる職員の現住居の滅失又は破壊

10日を超えない範囲内で
必要と認める期間

交通機関の事故等の不可抗力の事故 必要と認める期間

公民権の行使 必要と認める期間

骨髄液提供のための休暇 必要と認める期間

職員の婚姻 ７日の範囲内で必要と認める期間

妊娠障害のため勤務することが著し
く困難な場合

７日の範囲内で必要と認め
る期間

職員の分べん

分べんの予定日前７週間目に
当たる日から分べんの日後８
週間目に当たる日までの期間
内において必要と認める期間

生理休暇
３日を超えない範囲内で必
要と認める期間

女子職員が生後満1年に達しないそ
の職員の生児を育てる場合 １日２回（１回30分）

父母、配偶者又は子の祭日 ２日を超えない範囲内で必
要と認める期間

就学前の子の看護のため勤務しない
ことが相当であると認められる場合

１年につき５日の範囲内の
期間

忌 引
死亡者の区分に応じ、1日から10
日の範囲内で必要と認める期間

社会貢献活動 １年につき５日の範囲内の期間

無 給 介護休暇
介護を必要とする一の継続す
る状態ごとに、連続する６月
の期間内で必要と認める期間

調査対象
職 員 数

年次休暇 病気休暇
取得日数

特別休暇取得日数

取得総日数 平均取得日数 忌引外 婚 姻

115人 909日 7.9日 134日 45日 14日

◇取得実績（H18年中）

４．職員の分限および懲戒処分（H18年中）

処 分 内 容 処分者数

分 限 処 分

免 職 ０

降 任 ０

休 職 ０

降 給 ０

失 職 ０

懲 戒 処 分

免 職 ０

停 職 ０

減 給 ０

戒 告 ０

訓 告 等 ０

５．職員研修および勤務成績の評定の状況

研修区分 研修内容等 受講者数 場 所

一般研修
市町村吏員研修、課長
補佐級研修、係長研修 14人

徳島県自治研修
センター

人権研修 45人 役 場

実務研修
防災研修、法制執
務講座、税務研修、
個人情報保護研修

119人
徳島県自治研修
センター・役場

派遣研修 人権研修等 2人 鳥取県・熊本県

（H18年度実績）

６．職員の福祉および利益の保護の状況

下記のとおり互助会に加入し、職員の福祉の増進を図り、
これをもって住民福祉の向上を目指しています。

①会員数
平成19年
4月1日現在

区 分 会員数 互助会名

勝浦町職員
（119人）

119人
財団法人 徳島県
市町村職員互助会

②財 源

年 度
会員掛金

（会員個人支出分）
Ａ

町補助金
（公費支出分）

Ｂ
Ａ：Ｂ

18年度決算額 1,335,915円 1,336,534円 １：１

19年度予算額 1,416,000円 1,416,000円 １：１

③事業内容

給付事業

医療費補助金・入院差額料・入院見舞金・結
婚祝金・結婚祝付加保険・出産祝金・入学祝・
永年会員祝金・死亡弔慰金・災害見舞金・育
児休業給付金・介護休業給付金・退職選別金

厚生事業 銀婚祝品・ライフプランセミナー・
退職記念品・スキー教室・夏期保養施設

助成事業

人間ドック及び脳ドック助成・在宅介護
助成・保養所利用助成・遺児奨学助成・
公的資格助成・旅行費用助成・団体活動
助成・文化体育活動助成

貸付事業 一般貸付・住宅貸付・医療貸付

その他の事業 積立年金事業・互助年金制度

区 分 受診者数

人間ドック 51人

脳ドック 2人

定期健康診断（勝浦病院） 51人

勝浦町では下記のとおり福利厚生事業を実施しました。
①勝浦町が実施した福利厚生制度に関する状況（H18年度実績）
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勝浦町人事行政の運営等の

（単位:人）

区 分 定数 職員数
(Ｈ19.4.1現在)

比較

（1）町長の事務部局 職員 84 57 △27

（2）病院の職員 職員 49 44 △ 5

（3）議会の事務局の職員事務局長 1 1 0

（4）選挙管理委員会の職員 書記 1 1 0

（5）監査委員の職員 書記 1 1 0

（6）教育委員会の事務部局の職員 職員 18 11 △ 7

（7）農業委員会の職員 職員 1 1 0

計 155 116 △39

◇条例定数からみた職員数

職 名 職員数 職 名 職員数

課 長 等 8 医 師 4

課 長 補 佐 等 14 薬 局 長 1

係 長 9 薬 剤 師 1

主 事 等 19 検 査 技 師 等 3

主 事 補 等 5 理 学 療 法 士 3

書 記 3 主 任 看 護 師 2

保 育 所 次 長 2 看 護 師 17

主 任 保 育 士 3 用務 員 ・ 調 理 員 19

保 育 士 3 計 116

H19年4月1日現在 （単位:人）

夜
間
勤
務
手
当

正規の勤務時間として午後10時から翌日午前５時まで
の間勤務が割り振られた職員に支給
・勤務１時間につき

当該職員の時間単価×100分の25

宿
日
直
手
当

宿日直勤務をした職員に支給
・本庁 １回 4,000円（平成18年6月従事分から変更）
・病院 １回 7,300円 ・医師 １回 20,000円

期
末
手
当

基準日（６月１日、12月１日）に在職する職員に支給
・６月期 期末手当基礎額×1.4月分
・12月期 期末手当基礎額×1.6月分

勤
勉
手
当

基準日（６月１日、12月１日）に在職する職員に支給
・６月期 勤勉手当基礎額×0.725月分
・12月期 勤勉手当基礎額×0.725月分

特
殊
勤
務
手
当

手当名 支 給 額 等

扶
養
手
当

扶養親族を有する職員に対して支給
・配偶者 月 13,000円
・その他（原則）月 6,000円
（扶養親族たる子のうち15～22歳の者は、5,000円加算）

通
勤
手
当

通勤距離（片道）が２㎞以上の職員に支給
通勤距離に応じ、月4,200円～月18,600円

住
居
手
当

自己所有の家に居住するか、借家等に居住し、家賃を支
払っている職員に支給

・借家等居住
①月額23,000円以下の家賃を支払っている職員
…家賃の月額から12,000円を控除した額

②月額23,000円を超える家賃を支払っている職員
…家賃の月額から23,000円を控除した額の２分の１
（その控除した額の２分の１が16,000円を超えると
きは、16,000円）に11,000円を加算した額

・持ち家居住 月 3,500円

管
理
職
手
当

管理又は監督の地位にある管理職員に対して支給
平成19年４月から支給額の定額化を実施（在職級・職
務により支給額を決定）

平成19年４月から支給について、上記、支給額の５％の
削減を実施中

時
間
外
勤
務
手
当

正規の勤務時間を超えて勤務した職員に支給
・時間外勤務１時間につき
…当該職員の時間単価×100分の125

（22時から翌朝５時までである場合は100分の150）
・年末年始の休日（1月1日～3日、12月29日～31日）
…当該職員の時間単価×100分の150

（22時から翌朝５時までである場合は100分の175）
・上記以外の休日…当該職員の時間単価×100分の135
（22時から翌朝５時までである場合は100分の160）

在職級 職 務 支給額（月額）

６級 参 事 53,600円

６級 総務税務課長 49,500円

６級 総務税務課長以外の課長等 41,300円

５級 総務税務課長補佐 30,600円

５級 薬局長 38,800円

手当制度の状況

手当名 手当額

病
院
職
員
手
当

院 長 手 当

月

額

80,000円

副 院 長 手 当 50,000円

医師危険手当 30,000円

医師研修手当 30,000円

主任看護師手当 8,000円

検査技師危険手当 5,000円

放射線技師危険手当 10,000円

看護師危険手当 3,000円

夜間看護手当 1回 3,400円

手当名 手当額

徴税吏員手当 月額2,000円

伝染病予防
従事職員手当

１回1,000円

防疫業務に従事
した場合に限る

野犬等へい
死処理手当

１件1,000円

初任給基準

一般行政職
大学卒 短大卒 高校卒

170,200円 151,000円 138,400円

医療職（医師）
博士課程修了 医大卒

322,100円 235,200円

医療職（薬剤師等）
大学卒 短大３卒 短大２卒

176,100円 165,000円 154,200円

医療職（看護師等）
短大３卒 短大２卒 養成所卒

186,700円 178,300円 151,500円

２．職員の給与の状況

区 分
平均給料月額 平均

年齢支給額の平均額

行 政 職 317,762円 41.20歳

技 能 労 務 職 252,658円 49.42歳

医療職（医 師 等） 462,525円 50.75歳

医療職（薬剤師等） 290,850円 42.13歳

医療職（看護師等） 313,226円 44.53歳

１人当たりの支給額（H19年4月1日現在）

ラスパイレス指数

Ｈ14 98.1

Ｈ15 96.5

Ｈ16 91.9

Ｈ17 92.6

Ｈ18 93.7

１．職員の任免及び職員数に関する状況

区 分

平成17年
度4月1日

現在
職員数

平成18年
度4月1日

現在
職員数

平成18年度中 平成19年
度4月1日

付け
採用者数

平成19年
度4月1日

現在
職員数

採用
者数

人事異動に
よる増減

退職
者数

本 庁 等
（行政職等）

83 77 0 △2 5 2 72

勝浦病院
（医療職等）

42 41 0 2 1 2 44

合 計 125 118 0 0 6 4 116

（単位:人）
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地震がおそれられる理由のひとつに、強い揺れが突然おそってくることがあげられます。例え数秒

程度のわずかな時間であっても、大きく揺れる前に、そのことを知ることができれば、自分の命を守

ることができるでしょう。これを可能にするのが、「緊急地震速報」という新しい情報です。

この情報は、テレビやラジオによる放送等で、広く国民の皆様に提供します。緊急地震速報を有効

に活用して、自分や家族の命を守るためには、情報を受けたときにどのように行動すれば良いかとい

う「緊急地震速報の利用の心得」を理解していただくことが重要です。

「緊急地震速報」は、大きな揺れが迫っていることをお知らせする情報です。しかし、この情報は

提供から大きな揺れが来るまでの時間が長い場合でも数十秒程度であり、震源に近いところでは情報

の提供が大きな揺れに間に合わない場合があるなど、技術的な限界もあります。

【お問い合わせ】 徳島地方気象台防災業務課 088（626）0676

～10月１日からスタート～

緊急地震速報の利用の心得

対応の基本は『周囲の状況に応じて、あわてずに、まず身の安全を確保する』ことが大切です。

家庭では…

頭を保護し、丈夫な机の下に隠れてください。

あわてて外に飛び出さないでください。

人がおおぜいいる施設では…

係員の指示に

従ってくださ

い。落ち着い

て行動し、あ

わてて走り出

さないくださ

い。

屋外（街）では…

ブロック塀の倒壊等に注意してください。

看板や割れ

たガラスの

落下に注意

して、建物

から離れて

ください。

自動車運転中は…

あわててブレーキをかけないでください。ハザード

ランプを点灯し、緩やかに速度をおとし、大きな揺

れを感じたら、道路の左側に停止してください。

「緊急地震速報」をご存知ですか？
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表
彰
・
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い
状
を
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け
ら
れ
た
方
々
は

次
の
と
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り
で
す
。

（
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

徳
島
県
知
事
祝
い
状
・
勝
浦
町
長
祝
い
状

百
歳
以
上
長
寿
者

坪

井

カ

ズ

一
〇
四
歳
（
中
山
）

坂
口
キ
ク
ヱ

一
〇
三
歳

(

星
谷)

阿
部
カ
メ
ノ

一
〇
一
歳

(

坂
本)

高
尾
智
恵
子

一
〇
一
歳

(

坂
本)

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
功
労
者
表
彰

久

保

定

雄
（
中
角
）

堀

毅

男
（
中
山
）

米
寿
（
八
十
八
歳
）
到
達
者

大

張

子
（
与
川
内
）
ほ
か
三
十
五
人

喜
寿
（
七
十
七
歳
）
到
達
者

松

畠

範

次
（
横
瀬
）

ほ
か
八
十
五
人

※
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
は
、
徳
島

県
知
事
お
よ
び
勝
浦
町
長
か
ら
記
念
品

が
贈
ら
れ
、
喜
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々

に
は
、
勝
浦
町
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

勝
浦
町
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
社

会
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
高

齢
者
の
方
に
対
し
、
感
謝
と
ご
長
寿
を
お

祝
い
す
る
た
め
、
毎
年
「
勝
浦
町
敬
老
町

民
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
九
月
十
七
日（
月
）に
勝
浦
町

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

し
、
雨
の
中
、
約
百
五
十
人
の
方
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

開
会
前
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
生
比
奈

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
元
気
で
愛

ら
し
い
歌
と
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
百
歳
以
上
の
方
四
人
に
、
県

と
町
か
ら
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
功
労
者
の
表
彰

や
米
寿
、
喜
寿
到
達
者
へ
の
記
念
品
の
贈

呈
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
生
比
奈
小
学
校
六
年
生
の

平
井
成
美
さ
ん
と
福
良
朋
子
さ
ん
に
、
心

温
ま
る
敬
老
作
文
を
朗
読
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
勝
浦
町
お
手
玉
演
舞

の
会
や
婦
人
会
の
方
々
に
よ
る
、
お
手
玉

演
舞
や
踊
り
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

当
日
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
関
係
者
の
方
々
に
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第38回

勝
浦
町
敬
老
町
民
の
つ
ど
い



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

６

防
除
の
方
法

田
植
前
な
ど
に･･

･

・
厳
寒
期
、
田
植
前
、
ま
た
は
秋
の
収
穫
後
に

乾
い
た
水
田
で
、
浅
く
、
回
転
を
早
く
し
て

ロ
ー
タ
リ
ー
耕
を
し
、
貝
を
破
壊
す
る
。
特

に
厳
寒
期
が
効
果
的
。

・
乾
燥
状
態
で
は
越
冬
し
に
く
い
の
で
、
圃
場

の
乾
燥
化
を
進
め
る
。

・
水
の
取
り
入
れ
口
に
二
十
～
五
㎜
目
の
網
を

張
り
、
水
路
か
ら
の
進
入
を
防
ぐ
。

・
気
温
が
低
い
早
期
に
植
え
る
と
被
害
が
少
な

い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

田
植
後
に･･

･

・
田
植
後
三
週
間
頃
ま
で
の
間
、
水
深
四
㎝
以

下
に
保
つ
。
貝
が
水
稲
に
被
害
を
及
ぼ
す
間
、

浅
水
管
理
で
貝
が
稲
を
引
き
込
め
な
く
な
り
、

実
害
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
。
均
平
が
悪
い

と
、
深
い
と
こ
ろ
で
は
貝
に
加
害
さ
れ
、
土

が
水
か
ら
出
て
い
る
と
こ
ろ
は
除
草
剤
の
効

き
が
悪
く
な
る
の
で
圃
場
の
均
平
に
留
意
す

る
。

・
手
作
業
で
捕
殺
す
る
。
誘
引
剤
を
使
う
と
効

果
的
。
な
お
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
に
は
人
体

に
有
害
な
寄
生
虫
が
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

素
手
で
扱
わ
な
い
こ
と
。
集
め
た
貝
は
地
中

深
く
に
埋
め
る
な
ど
、
適
正
に
処
理
す
る
。

・
卵
を
つ
ぶ
す
。
産
み
付
け
ら
れ
て
し
ば
ら
く

の
新
し
い
卵
は
、
水
中
へ
か
き
落
と
す
だ
け

で
も
腐
っ
て
死
ん
で
し
ま
う
。

誘
引
剤
等
に
よ
る
捕
殺
事
例

市
販
の
ト
ラ
ッ
プ
や
誘
引
剤
を
使
う
ほ
か
、

次
の
よ
う
な
事
例
も
あ
る
。

●

野
菜
で
集
め
て
捕
獲
【
福
岡
県
】

圃
場
内
の
数
ヵ
所
に
え
さ
場
を
設
け
野
菜
を

置
い
て
お
き
、
集
ま
っ
た
貝
を
捕
殺
す
る
。
ス

イ
カ
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
レ
タ
ス
な
ど
を
好
む
。

●

酒
か
す
と
小
麦
粉
の
団
子
で

貝
を
集
め
て
捕
獲
【
沖
縄
県
】

市
販
の
お
茶
パ
ッ
ク
を
二
重
に
重
ね
、
中
に

小
麦
粉
と
酒
か
す
を
混
ぜ
て
団
子
状
に
丸
め
た

も
の
を
入
れ
、
水
田
約
一
ａ
に
一
個
の
割
合
で

置
く
。
三
日
後
、
集
ま
っ
た
貝
を
捕
殺
す
る
。

網
の
上
に
誘
引
剤
を
置
く
と
捕
獲
し
や
す
い
。

●

段
ボ
ー
ル
片
で
貝
を
集
め
て
捕
獲
【
山
口
県
】

三
十
㎝
四
方
の
段
ボ
ー
ル
片
を
水
路
や
畦
畔

に
立
て
か
け
て
お
く
。
翌
日
、
水
面
下
の
部
分

に
貝
が
食
ら
い
つ
い
て
い
る
の
で
捕
殺
す
る
。

生
物
的
防
除
法

合
鴨
は
貝
が
好
物
。
合
鴨
を
放
し
た
水
田
で

は
、
翌
年
田
植
時
の
貝
の
密
度
は
著
し
く
低
く

な
る
。
カ
ニ
や
コ
イ
等
も
天
敵
。

地
域
で
の
取
り
組
み
を
！

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
移
動
能
力
が
高
い
の
で
、

こ
れ
ら
の
対
策
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
一
斉
に

実
行
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
集
落
で
話
し
合
っ

て
、
地
域
ぐ
る
み
で
計
画
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

注
意
事
項

魚
毒
性
の
高
い
資
材
を
栽
培
期
間
中
に
施
用

す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
も
し
田
面
水
が
用

水
等
に
流
れ
出
す
と
、
河
川
の
水
生
動
物
が
死

ん
だ
り
、
ま
た
付
近
で
魚
等
の
養
殖
を
行
っ
て

い
る
場
合
に
も
被
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

★
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

・
徳
島
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

０
８
８（
６
２
６
）８
７
７
６

・
Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
勝
浦
支
所
営
農
販
売
課

（
４
２
）２
５
２
０

・
勝
浦
町
産
業
建
設
課

（
４
２
）１
５
０
５

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
（
以
下
、
「
貝
」

と
表
示
す
る
。
）
は
、
元
々
食
用
と
し

て
南
米
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
が
野
生

化
し
、
水
稲
等
を
食
害
す
る
た
め
国
の

有
害
動
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
県
で
も
昭
和
六
十
年
に
野
生
化
し

た
貝
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
平
成
十
六

年
の
相
次
ぐ
台
風
（
洪
水
）
に
よ
り
一

挙
に
発
生
地
域
が
拡
大
し
ま
し
た
。
そ

し
て
先
日
、
こ
の
勝
浦
町
で
も
一
部
の

水
田
や
水
路
で
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
生

息
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

移
植
直
後
の
初
期
被
害
は
、
水
田
内

で
越
冬
す
る
貝
の
密
度
に
影
響
さ
れ
る

の
で
冬
期
防
除
が
重
要
で
す
。
元
々
熱

帯
原
産
の
貝
で
あ
り
寒
さ
に
は
弱
い
の

で
、
冬
は
絶
好
の
防
除
適
期
と
な
り
ま

す
。
冬
の
間
に
で
き
る
だ
け
越
冬
密
度

を
さ
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の

防
除
対
策
の
取
組
に
つ
い
て

ジャンボタニシ

ジャンボタニシの卵



まちかど散歩みち
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日
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開
催
さ
れ
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勝
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は
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花
・
ピ
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と
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今
山
農
村
舞
台
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で
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し
ま
す
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人形と花のフェスティバル〈花ピラ〉

開催日時 10月27日 ～11月４日
午前９時～午後４時

会 場 人形文化交流館 (生名)

〔駐車場〕 星谷運動公園

期間中、会場まで無料シャトルバスを運行します。

催 し 物 10月27日 午前10時～ オープニングイベント

町内５つのお宮からだんじりが集合

し、太鼓、鉦などで競演します。

おもち投げをします。

午後１時30分～ お手玉演舞発表会

10月31日 午後１時～ 阿波人形浄瑠璃公演

11月４日 午後１時30分～ 月岡祐紀子コンサート

娘三味線遍路旅

※勝浦町文化協会会員による公演など、その他色々な催し物を計画しています。

今山農村舞台公演

開催日時 10月28日

今回は、開催期間中の催し物
などを簡単にご紹介します。

※なお、後日新聞折込のチラシで
詳しくご紹介します。

あなたも国民文化祭にスタッフで参加してみませんか？

～ボランティアスタッフを募集します！～

期 間 10月20日 から11月７日 までの都合のよい日

作業内容 花の運搬、飾り付け、後片付け、入場者数のカウントなど

※詳しくは、勝浦町教育委員会事務局 （42）2515 までお問い合わせください。

午後１時30分～午後６時30分

会 場 今山農村舞台 (今宮神社境内)

〔駐車場〕今山橋付近臨時駐車場（会場周辺の路上には駐車できません。）

催 し 物 第１部 ふるさとのだんじり

今宮神社太鼓、坂本八幡神社太鼓、瀬津三所神社太鼓

第２部 阿波人形浄瑠璃公演

こども阿波人形浄瑠璃教室、今山農村舞台保存会

勝浦高校民芸部、勝浦座

そ の 他 公演終了が午後６時30分と周囲も暗くなるため、各自懐中電灯などをご用意ください。

野外公演ですので雨具を用意してください。

第22回国民文化祭
勝浦町主催事業「人形フェスティバルin勝浦」

10月27日(土)～11月４日(日)

国民文化祭だより
シリーズ５



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

８

中
西
晴
美
さ
ん
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。
中
西
さ
ん
は
平
成
元
年
以
降
、

平
和
記
念
事
業
特
別
基
金
が
元
軍
人
軍
属
短

期
在
職
者
協
力
協
会
に
委
託
し
推
進
し
て
き

た
慰
謝
事
業
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

中
西
さ
ん
に
は
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

中

西
晴

美
さ
ん

（
中
山
）

総務大臣表彰受賞

八
月
二
十
二
日(

水)

第
二
回
町
立
保

育
所
民
営
化
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

八
月
に
実
施
し
た
現
在
生
比
奈
・
横

瀬
保
育
所
を
利
用
し
て
い
る
保
護
者
を

対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ

い
て
の
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
結

果
は
、
回
答
を
得
た
百
七
名
の
う
ち
、

七
十
三
人
が
現
在
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
に

満
足
・
や
や
満
足
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
詳
細
結
果
は
勝

浦
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
委
員
会
で
は
現
在
保

育
所
を
利
用
し
て
い
な
い
こ
ど
も
を
持

つ
保
護
者
を
対
象
に
、
保
育
所
に
求
め

る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
も
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。
今
後
、
広
報
「
か
つ
う
ら
」
や

勝
浦
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
保
育
所
民
営

化
検
討
委
員
会
の
会
議
内
容
等
を
掲
載

し
、
広
く
情
報
公
開
を
お
こ
な
っ
て
い

き
ま
す
。

町
立
保
育
所

民
営
化
検
討
委
員
会

開

催

第
２
回

���������	�
�������

平和記念事業推進

坂
口
さ
ん

(

与
川
内)

水
上
ス
キ
ー

世
界
選
手
権
に
出
場
！

坂
口
昇
太
郎
さ
ん
（
三
十
一
歳
）
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
リ

ン
ツ
市
の
ド
ナ
ウ
川
で
八
月
二
十
六
日
か
ら
八
日
間
の
日
程
で

開
か
れ
た
水
上
ス
キ
ー
の
世
界
選
手
権
（
国
際
水
上
ス
キ
ー
連

盟
主
催
）
に
、
日
本
代
表
の
一
人
と
し
て
県
内
か
ら
は
じ
め
て

出
場
し
ま
し
た
。

坂
口
さ
ん
が
出
場
し
た
の
は
ス
ラ
ロ
ー
ム
部
門
。
時
速
五
十

八
キ
ロ
（
女
子
は
五
十
四
キ
ロ
）
の
ボ
ー
ト
に
引
か
れ
な
が
ら
、

水
面
に
一
列
に
浮
い
た
六
個
の
ブ
イ
を
ど
れ
だ
け
通
過
で
き
る

か
を
競
い
ま
し
た
。

選
手
権
に
は
四
十
一
カ
国
か
ら
一
カ
国
最
多
六
人
が
出
場
し
、

坂
口
さ
ん
は
、
昨
年

九
月
に
琵
琶
湖
で
あ
っ

た
全
日
本
選
手
権
大

会
（
日
本
水
上
ス
キ
ー

連
盟
主
催
）
で
、
男

性
の
ス
ラ
ロ
ー
ム
部

門
で
国
内
二
位
と
な

り
、
出
場
権
を
獲
得

し
ま
し
た
。

坂
口
さ
ん
の
今
後

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
ご
期
待
い
た
し
ま

す
。



これからも応援よろしくお願いします

私
た
ち
音
楽
部
は
、
今
年
十
五
人
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

「
十
五
」
と
い
う
人
数
は
、
合
唱
の
中
で
も
特
に
小
規
模
で
す
。

こ
の
人
数
で
ど
ん
な
合
唱
が
で
き
る
の
か
、
た
い
へ
ん
不
安

で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
参
加
し
た
県
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
あ
の
時
の
嬉
し
さ
と
涙
は
今
で
も
忘
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
「
人
数
が
少
な
く
て
も
心
に

届
く
歌
は
歌
え
る
！
」と
い
う
何
よ
り
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

三
年
間
の
部
活
を
通
し
て
私
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
び
ま
す
。
練
習
で
は
、
悩
ん
だ
り
、
衝
突
し
た
り
、
苦
し

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
仲
間
た
ち
と
話
し
合
い
、

励
ま
し
合
い
な
が
ら
乗
り
越
え
、
先
輩
か
ら
託
さ
れ
た
「
自

主
性
・
努
力
・
笑
顔
・
挨
拶
」
の
大
切
さ
を
受
け
継
い
で
い

く
、
そ
れ
が
部
活
動
の
良
さ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

福
井
部
長
と
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
、
部
員
全
員
が
力
を
合
わ
せ

頑
張
り
ま
し
た
。
ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
嬉
し

い
こ
と
に
音
楽
の
好
き
な
四
人
の
仲
間
が
練
習
に
加
わ
り
十

九
人
で
県
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
四
国
大

会
で
も
、
三
十
五
人
を
超
え
る
代
表
校
に
混
じ
り
、
臆
す
る

こ
と
な
く
「
私
た
ち
ら
し
い
歌
」
を
歌
い
き
っ
て
き
ま
し
た
。

音
楽
は
競
い
合
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
歌

声
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ
も
暖
か
い
声
援
を
お
く
っ

て
下
さ
る
地
域
の
み
な
さ
ん
、
卒
業
し
て
い
っ
た
先
輩
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
・
福
祉
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
、
家
族
、
先
生
方
、

友
達
・
・
・
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
た
全
て
の
方
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

「
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

今
は
、
新
し
い
仲
間
が
一
人
増
え
、
国
民
文
化
祭
に
向
け

て
練
習
中
で
す
。
合
唱
の
感
動
を
か
み

し
め
、
聴
い
て
下
さ
る
人
の
心
に
届
く

歌
声
を
目
指
し
て
、
私
た
ち
は
こ
れ
か

ら
も
頑
張
り
ま
す
！

勝
浦
中
学
校
音
楽
部
一
同

顧
問

田
川
恭
子

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

９

全
町
一
斉
防
災
訓
練
！

本
年
度
が
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
、

全
町
一
斉
防
災
訓
練
の
実
施
に
際
し
ま
し
て
は
、

各
地
区
の
区
長
さ
ん
を
始
め
町
民
の
皆
さ
ん
、

消
防
団
員
、
小
松
島
警
察
署
の
方
々
、
そ
の
他

関
係
機
関
各
位
の
協
力
を
頂
き
、
九
月
二
日

（
日
）
の
早
朝
よ
り
多
数
の
町
民
の
参
加
を
得
て

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

計
画
段
階
で
は
、
多
数
の
町
民
の
参
加
が
得

ら
れ
る
か
心
配
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
心

配
を
よ
そ
に
、
防
災
訓
練
に
は
約
二
千
人
の
町

民
と
消
火
訓
練
等
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
だ

い
た
二
百
四
十
名
の
消
防
団
員
、
百
五
名
の
町

職
員
と
い
う
、
本
当
に
多
数
の
方
々
の
参
加
に

よ
り
実
施
す
る
こ
と
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
全
町
民
の
お
よ
そ
三
分
の
一
の
人

数
の
参
加
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
各
家
か
ら
一

人
は
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

や
は
り
、
近
い
将
来
起
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
東
南
海
・
南
海
地
震
に
備
え
て
の
、
防
災
意

識
の
高
さ
の
表
れ
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
午
後
に
行
っ
た
、
震
度
七
の
地
震
が

体
験
で
き
る
起
震
車
の
乗
車
に
は
、
両
Ｊ
Ａ
と

役
場
の
三
会
場
に
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
年

配
者
ま
で
合
わ
せ
て
百
名
を
越
え
る
方
が
乗
車

さ
れ
、
「
こ
ん
な
に
大
き
な
地
震
が
い
き
な
り

来
る
と
、
身
動
き
が
取
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て

し
ま
い
そ
う
で
す
。
」
な
ど
と
、
地
震
の
恐
さ

を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
度
以
降
も
、
九
月
に
防
災
訓
練
を
実
施

し
、
少
な
く
と
も
一
年
に
一
度
は
全
町
民
が
防

災
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

第１回

【
結

果
】

６
月
24
日

徳
島
県
合
唱
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
ク
ー
ル

グ
ラ
ン
プ
リ
賞

７
月
23
日

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
徳
島
県
大
会

金
賞

９
月
１
日

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
四
国
大
会
（
香
川
）
金
賞

８
月
17
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
徳
島
県
大
会

金
賞

８
月
24
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
四
国
大
会
（
松
山
）

銅
賞

勝浦中学校音楽部 大活躍！

震度７の地震を体験消火器の消火訓練も集会所で防災講演会

���������	�
�������
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、

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す
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ア ラ カ ル ト情報

県
で
は
、
障
害
の
状
況
や
遠
隔
地
で
あ
る

等
の
理
由
に
よ
り
、
障
害
者
更
生
相
談
所
に

直
接
来
所
で
き
な
い
方
を
対
象
に
巡
回
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日

時

十
一
月
十
二
日

受
付
…
午
前
十
時
～
十
一
時

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
階

和
室

相
談
科
目

耳
鼻
科
の
み

費

用

無

料

注
意
事
項

完
全
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

平
成
十
九
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
に
役

場
福
祉
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

勝
浦
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
採
用
試

験
を
実
施
し
ま
す
。
受
験
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
て
勝
浦
町
役
場
総

務
税
務
課
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
用
紙
の
請
求
に
つ
い
て
は
、

十
月
二
十
五
日

か
ら
十
一
月
十
二
日

の

締
切
日
ま
で
総
務
税
務
課
で
交
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
役
場
総
務
税
務
課（

４
２
）２
５
１
１

勝
浦
町
職
員

（
看
護
師
・
臨
床
検
査
技
師
）

採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
」

の
十
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も

子
供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
供
と
保
護
者
）

並
び
に
妊
婦
さ
ん

九
月
の
活
動
報
告

☆
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
ミ
ニ
運
動
会
☆

九
月
二
十
五
日

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
ミ

ニ
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
均
台
・

と
び
箱
・
パ
ン
食
い
の
障
害
物
競
走
と
・

お
魚
つ
り
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
ま
し
た
。
ま

だ
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
こ
ど
も
た
ち
が
お
母

さ
ん
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
ま
た
、
お
お

き
な
ご
と
も
た
ち
は
、
平
均
台
や
と
び
箱

も
ど
ん
ど
ん
ク
リ
ア
し
て
大
満
足
。
ゴ
ー

ル
で
か
け
て
も
ら
っ
た
手
作
り
メ
ダ
ル
に

み
ん
な
に
っ
こ
り

で
し
た
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

Ｉ
Ｐ

０
５
０(

３
４
３
８)

９
８
１
３

10月 の 行 事

30
日

23
日

18
日

９
日

ハ
ロ
ウ
ィ
ン

（
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た
お

菓
子
作
り
）

落
ち
葉
を
拾
い
な
が
ら
、

み
ん
な
で
お
散
歩

ア
ン
パ
ン
マ
ン
列
車
に
乗

ろ
う
！

（
申
込
用
紙
を
十
月
九
日

ま
で
に
広
場
に
出
し
て

く
だ
さ
い
）

歌
、
手
遊
び

絵
本
読
み
聞
か
せ

10月

試験区分 看 護 師 臨床検査技師

受験資格

昭和47年４月２日以降

に生まれた者で、看護

師の免許を有する者

昭和47年４月２日以降に

生まれた者で、臨床検査

技師の免許を有する者

採用予定人数 若 干 名 １ 名

試 験 日 平成19年11月25日

試 験 場 勝浦町役場

申込受付

期 間

平成19年11月１日 から11月12日 までの執務

日の午前８時30分から午後５時

（土・日・祭日を除く）

パン食い障害物競走とお魚つり

ゲームを楽しみました

平
成
十
九
年
度

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
の

お
知
ら
せ

��
��
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平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す
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徳
島
県
で
は
、

徳
島
県
建
築
士
事
務
所

協
会
に
委
託
し
て
建
築
物
耐
震
相
談
所
を
開

設
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

徳
島
県
県
土
整
備
部

建
築
開
発
指
導
課

０
８
８（
６
２
１
）２
６
０
４

【
建
築
物
耐
震
相
談
所
】

場

所徳
島
県
建
築
士
事
務
所
協
会

〒
７
７
０
―０
９
３
１

徳
島
市
富
田
浜
二
丁
目
一
〇

（
徳
島
県
建
設
セ
ン
タ
ー
五
階
）

０
８
８（
６
５
２
）５
８
６
２

時

間

毎
週
水
曜
日

午
後
一
時
か
ら
五
時
ま
で

（
受
付
は
四
時
半
ま
で
）

建
物
の
耐
震
性
能
向
上
に
向
け
、

徳
島

県
建
築
士
事
務
所
協
会
の
一
級
建
築
士
が

耐
震
診
断
や
改
修
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

建
物
の
間
取
り
図
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。

予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
お
申
し
込
み
・

お
問
い
合
わ
せ
は
、

徳
島
県
建
築
士
事

務
所
協
会
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
十
九
年
十
月
一
日

か
ら
十
月

三
十
一
日

ま
で
の
期
間
は
、
「
土
地
月

間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
初
日
で
あ
る
十

月
一
日
は
「
土
地
の
日
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。）

本
月
間
は
、
公
共
の
福
祉
の
優
先
等
土
地

に
つ
い
て
の
基
本
理
念
に
つ
い
て
広
く
国
民

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
土
地
関
係
施

策
に
つ
い
て
広
報
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

土
地
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、

土
地
関
係
施
策
の
よ
り
実
効
あ
る
推
進
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
期
間
中

は
講
演
会
等
、
土
地
関
係
の
様
々
な
行
事
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
本
町
に

お
い
て
一
〇，
〇
〇
〇
㎡
以
上
の
土
地
取
引

の
契
約
（
売
買
契
約
等
）
を
し
た
と
き
は
、

買
主
が
所
定
の
届
出
書
を
二
週
間
以
内
に
役

場
総
務
税
務
課
へ
届
け
出
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）２
５
１
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

●

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」開
設
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
に
、「
高
松

国
税
局
・
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
税
務
相
談
室
（
徳
島
分

室
）
を
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
移
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
開
設
後
は
税
務
署
の

代
表
電
話
番
号
に
お
か
け
い
た
だ
け
れ
ば
、

自
動
音
声
案
内
に
よ
り
、
国
税
に
関
す
る
一

般
的
な
相
談
は
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
へ
、

税
務
署
へ
の
個
別
の
ご
用
件
は
「
税
務
署
」

へ
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
「
電
話

に
よ
る
相
談
」
の
み
を
行
い
、「
面
接
相
談
」

は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
「
面
接
相
談
」
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
を
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
税
務
署
で
の
面
接
相
談
は
、「
一

般
的
な
相
談
」
と
「
実
名
・
予
約
制
（
個
別

相
談
）」
に
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

セ
ン
タ
ー
開
設
後
、
一
般
的
な
相
談
に
つ
い

て
は
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

実
名
・
予
約
制
と
は

内
容
が
申
告
又
は
納
税
に
直
結
し
て
お
り
、

複
雑
で
、
書
類
等
に
よ
り
事
実
関
係
の
確
認

が
必
要
な
個
別
相
談
に
つ
い
て
、
納
税
者
の

皆
様
の
住
所
・
氏
名
等
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

上
で
、
事
前
に
電
話
で
予
約
を
し
て
い
た
だ

き
、
面
接
に
よ
る
相
談
に
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
い
う
も
の
で
す
。

納
税
者
の
皆
様
の
待
ち
時
間
を
少
な
く
し
、

相
談
を
効
率
よ
く
行
う
た
め
に
本
年
九
月
よ

り
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

徳
島
税
務
署
（
徳
島
市
幸
町
三
―
五
四
）

０
８
８（
６
２
２
）４
１
３
１

建
築
物
耐
震
相
談
所
の
ご
案
内

「
土
地
月
間
」の
実
施
に
つ
い
て

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

心身の発育や発達に関する必要

な相談を次のとおり実施します。

10月25日 午後２:00～

住民福祉センター１階

小松島療育センター

吉 良 明 美 先生

※相談については、事前に申し込

みが必要になります。10月５日

までに役場福祉課保健師へ申

し込み予約をしてください。予

約がない方については、受けれ

ません。

【問い合わせ・申し込み】

勝浦町福祉課保健師 （42）1502

��
��

��
��

子育て支援の一環として

発達相談窓口を

開設します！
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時

間

午
前
九
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

対
象
者

０
歳
～
５
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
と
保
護
者
）

31日 25日 15日 10日 ３日

★
保
育
所
の
お
友
達
と
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
。

★
十
月
生
の
お
誕
生
会

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
遠

足

場

所

保
育
所
周
辺

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
親
子
で
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

集
合
場
所

生
比
奈
保
育
所

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～

★
保
育
所
の
お
友
達
と
遊
び
ま
し
ょ
う
。

★
音
楽
鑑
賞
「
Ｔ
ｕ
ｔ
ｔ
ｉ
」
の
方
が
四
名
来
て
、

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
で
演
奏
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
。

お
楽
し
み
に
！

時

間

午
前
十
時
～
十
時
三
十
分

★
運
動
会
遊
び
を
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
を
見
ま
し
ょ
う
。
な
ど

★
運
動
会
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。

★
食
生
活
改
善
推
進
委
員
に
よ
る
手
づ
く
り
お
や
つ
を

食
べ
よ
う
。

「
バ
ナ
ナ
マ
ー
ブ
ル
ケ
ー
キ
」「
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
」
を

午
前
十
一
時
頃
か
ら
食
べ
ま
し
ょ
う
。

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

日 時 平日 午前９時～午後４時

場 所 生比奈保育所

内 容 乳幼児に関する来所相談・電話相談

育
児
相
談
日

日 時 ２ ・４ ・９ ・11
15 ・17 ・22 ・31

午前９時～10時

場 所 生比奈保育所

健
康
相
談
日

改
正
の
主
な
内
容

Ⅰ

保
護
命
令
制
度
の
拡
充

１

生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
脅
迫
を
受
け
た
被
害
者
に
係
る
保
護
命
令

２

電
話
等
を
禁
止
す
る
保
護
命
令

①

面
会
の
要
求

②

行
動
の
監
視
に
関
す
る
事
項
を
告
げ
る
こ
と
等

③

著
し
く
粗
野
・
乱
暴
な
言
動

④

無
言
電
話
、
連
続
し
て
の
電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル

（
緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
く
。
）
等

３

被
害
者
の
親
族
等
へ
の
接
近
禁
止
命
令

Ⅱ

市
町
村
基
本
計
画
の
策
定
の
努
力
義
務

Ⅲ

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
改
正

Ⅳ

裁
判
所
か
ら
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
保
護
命
令
発
令
の
通
知

※
詳
し
く
は
、
徳
島
県
女
性
支
援
セ
ン
タ
ー

０
８
８（
６
５
２
）
５
５
０
３
又
は
、

勝
浦
町
役
場
住
民
課

（
４
２
）
１
５
０
１
ま
で
。
内
閣
府
で
は
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
被
害
者
支
援
情
報
サ
イ
ト

h
ttp

:/
/w

w
w
.g
e
n
d
e
r.g

o
.jp

/
e
-v
a
w
/
in

d
e
x
.htm

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
平
成
二
十
年
一
月
十
一
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

保
護
命
令
制
度
の
拡
充
、
市
町
村
に
対
す
る
基
本
計
画
策
定
の
努
力
義
務
等
を

定
め
た
、
配
偶
者
暴
力
防
止
法
の
一
部
改
正
法
が
、
平
成
十
九
年
の
通
常
国
会
で

成
立
し
、
七
月
十
一
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

１０ 月
子育て支援
センター事業

から

-
$
.
/
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場所 相談日

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
研
修
室

11月 10月

１
日

15
日

22
日

４
日

11
日

25
日

精神障害者 知的障害者 身体障害者
障害
種別

月・水・金
９時～15時 月～金 ９時～17時 日時

徳島県立総合福
祉センター１階

徳島県立障害者交流プラザ３階 場所

携帯 FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL

相

談

窓

口

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
９
０(

５
１
４
２)

０
３
６
８

０
８
８(

６
３
１)

２
７
２
０

０
８
８(

６
３
１)

２
７
１
９

toku-ikuseikai
@kouryu-plaza.jp

０
８
８(

６
３
１)

６
２
４
０

０
８
８(

６
３
１)

６
２
１
１

kensinren
@kouryu-plaza.jp

最
近
全
国
的
に
虚
偽
の
申
請
や
第
三
者
が

本
人
に
な
り
す
ま
し
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取

得
す
る
と
い
っ
た
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
止
し
、

住
民
の
財
産
や
個
人
情
報
を
守
る
た
め
、
平

成
十
九
年
六
月
一
日
か
ら
、
印
鑑
登
録
証
明

書
の
交
付
方
法
や
、
印
鑑
を
登
録
す
る
と
き

の
本
人
確
認
の
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。

六
月
一
日
以
降
に
印
鑑
登
録
証
明
書
を
と

る
場
合
は
、
印
鑑
登
録
証
の
提
示
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

現
在
印
鑑
登
録
し
て
い
る
方
で
、
ま
だ
印

鑑
登
録
証
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

次
の
も
の
を
役
場
窓
口
ま
で
持
参
し
て
い
た

だ
き
、
印
鑑
登
録
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
印
鑑
登
録
証
は
無
料
で
す
。
ま
た
、

と
く
に
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
印
鑑
登
録

証
明
書
を
と
る
と
き
ま
で
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

(

登
録
者
本
人
が
く
る
場
合)

①
現
在
登
録
し
て
い
る
印
鑑

②
※

本
人
確
認
書
類

※
免
許
証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど

(

代
理
人
が
く
る
場
合)

①
現
在
登
録
し
て
い
る
印
鑑

②
本
人
が
自
書
し
登
録
印
を
押
し
た
委
任
状

③
代
理
人
の
印
鑑

（
認
め
印
可
、
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

④
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

印
鑑
登
録
制
度
の
主
な
変
更
点
は
次
の
と

お
り
で
す
。

印
鑑
登
録
証
を
交
付
し
ま
す

平
成
十
九
年
六
月
一
日
か
ら
、
印
鑑
登
録

さ
れ
た
方
に
は
、
登
録
番
号
が
記
録
さ
れ
た

印
鑑
登
録
証
を
交
付
し
ま
す
。

印
鑑
登
録
証
明
書
が
必
要
な
と
き
に
は
、

必
ず
こ
の
印
鑑
登
録
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
（
申
請
書
は
記
入
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。）
印
鑑
を
持
参
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

印
鑑
登
録
証
の
提
示
が
な
け
れ
ば
、
印
鑑

登
録
証
明
書
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

代
理
人
に
印
鑑
登
録
証
明
書
の
受
け
取
り

を
依
頼
す
る
と
き
は
、
印
鑑
登
録
証
を
預
け

て
く
だ
さ
い
。
委
任
状
は
不
要
に
な
り
ま
す
。

印
鑑
を
登
録
す
る
と
き
の
本
人
確

認
の
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

印
鑑
を
登
録
す
る
と
き
、
次
の
２
つ
の
書

類
の
う
ち
一
つ
を
持
参
さ
れ
た
方
は
そ
の
場

で
登
録
で
き
ま
す
。

①

運
転
免
許
証
な
ど
官
公
署
の
発
行
し
た

本
人
の
写
真
入
の
身
分
証
明
書

②

申
請
者
本
人
と
面
識
の
あ
る
本
町
職
員

が
本
人
に
ま
ち
が
い
な
い
旨
を
証
し
た

書
面

こ
の
よ
う
な
書
類
を
も
っ
て
い
な
い

方
や
、
代
理
人
に
よ
る
印
鑑
登
録
の
申

請
の
と
き
は
、
登
録
申
請
者
に
対
し
文

書
で
本
人
の
意
思
に
よ
る
申
請
か
ど
う

か
を
照
会
し
、
後
日
そ
の
回
答
書
を
持

参
し
て
も
ら
う
こ
と
で
確
認
し
ま
す
。

こ
の
場
合
、
申
請
し
て
か
ら
印
鑑
登
録
証

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
ま
で
に
数
日
か
か

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

徳
島
県
司
法
書
士
会
（
髙
藤
敬
堯
会
長
）

で
は
、
十
月
一
日

～
五
日

の
午
前

九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
勝
浦
郡
内
の

[

各
司
法
書
士
事
務
所]

に
お
い
て
、
無
料

の
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

相
談
内
容
は
、
民
事
少
額
紛
争
・
相
続
・

借
金
・
老
後
の
財
産
管
理
な
ど
、
司
法
書
士

業
務
の
全
般
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出

か
け
下
さ
い
。

勝
浦
町
で
は
、
障
害
者
が
自
立
し
た
日
常

生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
指
定
相
談
事
業
者

へ
委
託
し
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

右
記
相
談
事
業
の
ほ
か
、
障
害
者
当
事
者

団
体
が
『
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
』
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

障
害
種
別
で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）４
６
５
２

印
鑑
の
登
録
・
印
鑑
登
録

証
明
書
の
交
付
の
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た

１２

司
法
書
士
に
よ
る

全
国
一
斉
無
料
法
律
相
談

の
開
催
に
つ
い
て

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～
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「
あ
や
し
い
！
」
と
思
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
一
一
〇
番
を

昨
年
の
全
国
の
窃
盗
犯
罪
は
、
約
二
〇
五

万
件
で
、
刑
法
犯
罪
の
約
七
十
五
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
県
で
は
平
成
十
六
年

以
降
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
凶
悪
犯
罪
に

移
行
す
る
お
そ
れ
の
強
い
侵
入
窃
盗
が
増
加

す
る
な
ど
、
憂
慮
す
べ
き
現
状
に
あ
り
ま
す
。

「
検
挙
に
ま
さ
る
防
犯
無
し
」
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不

可
欠
で
す
。
不
審
者
等
に
対
す
る
通
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎

不
審
者
を
見
か
け
た
ら
一
一
〇
番
通
報
を
！

車
両
の
中
を
の
ぞ
き
込
ん
だ
り
、
見
張

り
役
の
不
審
車
両
を
見
つ
け
た
な
ら
、
す

ぐ
に
一
一
〇
番
を
！

◎

室
内
に
犯
人
が
い
る
！

直
ち
に
一
一
〇

番
通
報
を
！

絶
対
に
室
内
に
入
ら
ず
に
、
直
ち
に
一

一
〇
番
通
報
を
！

警
察
官
が
臨
場
す
る
ま
で
絶
対
に
中
に

入
ら
な
い
よ
う
に
！

◎

盗
難
被
害
に
気
付
い
た
ら
、
す
ぐ
に

一
一
〇
番
通
報
を
！

犯
人
は
、
現
場
に
検
挙
の
決
め
手
と
な

る
指
紋
等
を
残
し
て
い
ま
す
。
気
付
い
た

ら
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
す
ぐ
に
一
一
〇

番
を
！

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

安
心
の
街

犯
罪
の
な
い
安
全
で
明
る
く
住
み
よ
い
地

域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
十
月
十
一
日
か

ら
二
十
日
ま
で
の
十
日
間
「
全
国
地
域
安
全

運
動
」
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安

心
の
街
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
広
く
県
民
に
防

犯
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
る
と
と
も
に
、

県
民
自
身
に
よ
る
自
主
防
犯
意
識
と
防
犯
行

動
へ
の
取
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

街
頭
犯
罪
及
び
侵
入
犯
罪
の
抑
止
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

『
自
転
車
に
は
、

カ
ギ
を
掛
け
ま
し
ょ
う
！
』

暴
力
団
の
根
絶
に
向
け
て
！

暴
力
団
対
策
法
の
施
行
後
、
暴
力
団
排
除

機
運
の
高
ま
り
と
取
締
り
の
強
化
に
よ
り
、

暴
力
団
は
社
会
か
ら
孤
立
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
暴
力
団
は
、
合
法
的
な

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
に
介
入
し
、
社
会
情
勢

の
変
化
に
応
じ
て
資
金
獲
得
活
動
を
多
様
化

さ
せ
る
と
と
も
に
、
組
織
実
態
を
隠
蔽
し
、

企
業
活
動
を
装
っ
た
り
、
政
治
活
動
等
を
標

ぼ
う
し
て
活
動
す
る
な
ど
、
不
透
明
化
の
傾

向
を
強
め
て
い
ま
す
し
、
け
ん
銃
を
使
用
し

た
凶
悪
な
犯
罪
や
薬
物
犯
罪
を
多
数
引
き
起

こ
す
な
ど
、
市
民
生
活
に
と
っ
て
大
き
な
脅

威
を
与
え
て
い
ま
す
。

会
社
等
で
暴
力
追
放
の
『
三
無
い
運
動
』

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
！

☆

暴
力
団
を

『
利
用
し
な
い
』

☆

暴
力
団
を

『
恐
れ
な
い
』

☆

暴
力
団
に

『
金
を
出
さ
な
い
』

◎

暴
力
団
に
関
す
る
困
り
事
は
、

警
察
署
及
び
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
へ

・
暴
力
追
放
ダ
イ
ヤ
ル

０
８
８（
６
５
６
）
０
１
１
０

・
暴
力
追
放
セ
ン
タ
ー

０
８
８（
６
５
６
）
２
７
１
０

・
け
ん
銃
一
一
〇
番

０
８
８（
６
５
３
）
４
４
４
４

暴
力
団
が
恐
れ
て
い
る
も
の
、
そ
れ
は
、

あ
な
た
の
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
「

勇
気

」

な
の
で
す
。

10･

11
月
の
猟
銃
等
講
習
会
開
催
日
程

経
験
者
講
習

10
月
10
日

三
好
警
察
署

10
月
24
日

徳
島
西
警
察
署

11
月
14
日

徳
島
西
警
察
署

11
月
28
日

小
松
島
警
察
署

初
心
者
講
習

10
月
３
日

小
松
島
警
察
署

※
11
月
は
あ
り
ま
せ
ん

安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

スローガン

みんなでつくろう！
安心の街

運動の推進重点

○子どもの犯罪被害防止

○住宅を対象とする侵入

犯罪の防止

○自転車の盗難防止

白
色
ト
レ
イ
に
つ
い
て

こ
ん
な
質
問
が
多
く
あ
り
ま
す
。

Ｑ

少
し
ぐ
ら
い
汚
れ
て
い
て
も
リ
サ

イ
ク
ル
回
収
に
出
し
て
良
い
で
す
か
。

Ａ

リ
サ
イ
ク
ル
に
出
せ
る
白
色
ト
レ

イ
は
、
軽
く
洗
っ
て
汚
れ
が
落
ち
な
い

も
の
は
出
せ
ま
せ
ん
の
で
、
燃
え
る
ご

み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ

ほ
か
に
出
せ
な
い
も
の
は
、
ど
ん

な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

つ
ぎ
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
汚
れ
た
ま
ま
長
く
置
い
た
た
め
に
、

汚
れ
が
落
ち
な
い
も
の
（
カ
ビ
が
生

え
る
等
）

②
工
作
な
ど
に
使
っ
て
、
塗
料
や
接
着

剤
が
付
着
し
た
り
、
溶
け
て
し
ま
っ

た
も
の

③
河
川
、
道
路
な
ど
で
拾
っ
た
ご
み
な

ど
で
汚
れ
が
あ
っ
た
り
、
古
い
も
の

④
白
色
ト
レ
イ
で
な
い
も
の

白
色
の
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
容
器
、
納

豆
容
器
や
青
、
赤
色
な
ど
の
色
つ
き

や
柄
つ
き
の
ト
レ
イ
は
、
汚
れ
を
落

と
し
て
緑
色
の
指
定
袋
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

汚
れ
た
も
の
は
、
燃
え
る
ご
み
指
定

袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
分
別
②



徳島県内の全社会保険事務所では、予約制による年金相談を実施しておりますので

ご利用ください。

■年金相談のご予約は、相談希望日１ヶ月前からお電話または年金相談窓口でお受けいたして

おりますので、最寄りの社会保険事務所にお問い合わせください。

■ご予約を受付する際には、相談者氏名、基礎年金番号、電話番号、相談内容等について確認

させていただきます。

■徳島北社会保険事務所
平 日 午前８時30分から９時30分まで 午後４時15分から５時15分まで

（毎週月曜日は午後５時15分から７時までの時間帯を追加して実施）

休日の年金相談（第２土曜日）午前９時30分から午後４時まで

■徳島南社会保険事務所・阿波半田社会保険事務所
平 日 午前８時30分から９時30分まで 午後４時15分から５時15分まで

（第２月曜日は午後５時15分から７時までの時間帯を追加して実施）

休日の年金相談（第２土曜日）午前９時30分から午後４時まで

※予約状況により、ご希望の日時を調整させていただく場合がありますので、あらかじめご了承願います。

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す
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予約制による年金相談のご案内

予 約 時 間 帯

予約の申込方法

年金相談にお越しの際は、年金手帳（基礎年金番号通知書）、年金証書、振込通知書な

どの他、相談者本人であることの認識できるものをご持参のうえ、予約時間の５分前まで

にお越しいただき総合相談窓口にお申し出ください。

※代理の方は、ご相談に来られる際には、委任状が必要となります。

※ご都合により来所できない場合は、事前にご連絡をお願いします。

予約申し込み電話番号

■徳島北社会保険事務所

徳島市佐古三番町12-8

■阿波半田社会保険事務所

美馬郡つるぎ町半田字小野113

■徳島南社会保険事務所

徳島市山城西4-45

088－655－0200 0883－64－3128088－652－1511

年金に関するお問い合わせは、ねんきんダイヤルにお問合せください。

「ねんきんダイヤル」 0570－05－1165
※ＩＰ電話・ＰＨＳからは「03-6700-1165」にお電話ください。

受付時間 月～金曜日：午前８時30分～午後５時15分

月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は午後７時まで受付

第２土曜日：午前９時30分～午後４時

※「ねんきんダイヤル」は、お客様からの電話を全国の年金電話センター等のうち、

回線の空いているところにおつなぎいたします。

電話による年金相談は「ねんきんダイヤル」へ



口座振替をおすすめします

災害やその他特別な事情により、保

険税の支払いが困難なときは、申請

により保険税の分割納付などが認め

られることがあります。滞納のまま

にせず、お早めにご相談ください。

完納のめどがたったら

通常の保険証が再交付さ

れ、一部負担でお医者さん

にかかることができます。

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す
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滞納する前に納付相談を!!
もし、あなたが保険税を滞納しているのなら、すぐに納めましょう。一人でも保険税を納めないで

いると、国保の財源が不足し、きちんと納めている人の負担が大きくなってしまいます。保険税を滞

納すると、入院時の高額医療費の限度額適用認定が受けられない場合があります（70歳未満の場合）。

納期限から１年たっても
滞納していると…

保険税を確実に納めるために、かんたん便利な
口座振替による保険税納付をおすすめします。

納期限を
守っていますか？

ご協力ありがとうございます。

今後も納期限内に納付を！

督促状が届いて

すぐに納めましたか？

督
とく

促
そく

特別な事情が

あるのですか？

納期限までの納付にご協力を！

口座振替がおすすめです。

短期
被保険者証
の交付

通常の保険証の

代わりに短期被

保険者証が交付

されます。

資格証明書
の交付

保険証を返して

もらい、代わり

に資格証明書が

交付されます。

こんなことの
ないように

納期限を
守りましょう！

国保の給付の制限

国保の給付が全部、また

は一部差し止めになりま

す。さらに、差し止めさ

れた保険給付額から滞納

分が差し引かれたり、財

産の差し押さえなどの処

分を受けたりする場合が

あります。

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

相談

相談

相談

短期被保険者証とは

有効期限の短い保険証

です。頻繁に更新手続

きが必要になります。

資格証明書とは

資格証明書（国民健康保険被

保険者資格証明書）は、国保

の被保険者の資格を証明する

だけのものです。そのため、

お医者さんにかかるときは、

医療費をいったん全額自己負

担することになります。

口座振替のメリット

・自動的に払い込まれるから、納め忘れがない！

・納期のたびに金融機関などに行く必要がない！

・一度手続きすると、自動的に毎年継続される！

手続き方法

手続きに必要なものを持って、勝浦町指定の

金融機関で手続きをしてください。

・納税通知書 ・預金通帳

・印かん（通帳届け出印）
手続きに
必要なもの



平
成
十
九
年
十
月
二
十
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四
日
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催
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歳をとるにつれ、誰でも体は衰えてきます。例えば、60歳を過ぎると筋力（握力）や
バランス能力、歩行機能は急速に下がり、その後も下がり続けます。これまでは、その

ような身体の機能の低下は、老化によるものなので仕方がないと考えられてきました。

しかし実際は、これらの衰えの多くは、「もう年だから」と、無理に体を使わなくな

ることで体がなまった（衰弱する）と考えられ、今日では「生活不活発病（廃用症候群）」

とも呼ばれています。

筋力
トレーニング
を行うときの

注意点

１ ゆったりとした気持ちで行う ２ 無理をしない

３ 呼吸を止めない（血圧の急上昇を防ぎます）

４ ゆっくり行う（１、２、３、４で動かし、１、２、３、４で戻します）

５ １パターンを10回行います ※病気のある人は、医師と相談してください

足腰の筋肉を鍛えましょう！

トレーニング
（運動など）

介護予防とは、寝たきりなど要介護状態にならないようにす

る取り組みをいいます。65歳以上の高齢者が介護を必要とする

原因をみると、「高齢による衰弱」「転倒・骨折」「関節疾患」な

ど、全体の３割が足腰など、運動器の機能低下によるものです。
つまり、介護を必要としていない介護予防のためには、運動

器の機能向上、つまり、足腰を鍛えることが大事です。

とくに立つ、座る、歩くなど、人間らしい活動の基礎となる、

大殿筋
だいでんきん

、大腿四頭筋
だいたいしとうきん

、下腿三頭筋
かたいさんとうきん

などの重力に逆らう筋肉（抗

重力筋）を鍛えることが有効です。

なまったままにしておくと、日常生活に支障が出るレベルまで体は衰えてしまいま

すが、運動などで意識的に体を鍛えることで、何歳であっても筋肉を鍛えることがで

きます。さらに、持久力や柔軟性、バランス能力なども回復することができるのです。
これからは、「もう年だから」ではなく、「いつからでも大丈夫」と心持ちを変え、

あきらめずに意識的に体を使い、鍛えるようにしていきましょう。

介護予防は、自分らしくいきいきと生きていくために、生涯を自立して暮らせる支えになることを

目指して行うものです。これからの人生の目標に合わせ、介護予防を実践していきましょう。

体の衰えは「老化」ではなく「運動不足」？

何歳からでも筋肉は鍛えられます

介護予防は、まず足腰を鍛えることから

大腿四頭筋
だいたいしとうきん

脚を伸ばす

大殿筋
だいでんきん

脚を後ろに上げる

下腿三頭筋
かたいさんとうきん

つま先を下げる
つま先立ち 屈伸など

（大腿四頭筋の運動）

つま先立ちなど
（下腿三頭筋の運動）

脚の後ろ上げなど
（大殿筋の運動）

いきいきと暮らすために
足腰を鍛えましょう
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ん な 健の 康み

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

９ 火 股 関 節 脱 臼 検 診 13:00～13:30 勝 浦 病 院

平年19年６月1日

から８月31日まで

に生まれた子

母子健康手帳

12 金 １歳６ヶ月児健康診査 13:00～13:30
農村環境改善

セ ン タ ー

平成18年１月1日

から４月30日まで

に生まれた子

問診票

母子健康手帳

15 月

健 康 相 談 13:30～14:00
沼江コミュニ
ティセンター

住 民 健康手帳
運動教室

講師 株 本 泰 輔 先生
14:00～15:30

18 木

健 康 相 談 ９:30～10:00
今山ふれあい

交 流 館
住 民 健康手帳

介 護 教 室 10:00～11:00

健 康 相 談 13:30～14:00

中 角 集 会 所 住 民 健康手帳
運動教室

講師 株 本 泰 輔 先生
14:00～15:30

23 火

健 康 相 談 ９:30～10:00

山 西 集 会 所 住 民 健康手帳

糖 尿 病 予 防 教 室 10:00～11:00

24 水 健 康 相 談 10:00～11:00 勝 浦 会 館 住 民 健康手帳

26 金 乳 児 健 康 診 査 13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成19年４月1日

から８月31日まで

に生まれた子

母子健康手帳

（42）1502〉

糖
尿
病
教
室
、
十
月
は
次
の
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。
糖
尿
病
に
つ
い
て
の
基
礎
知

識
や
食
事
・
薬
な
ど
わ
か
り
や
す
く
説
明

を
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場

所

勝
浦
病
院
二
階

研
修
室

時

間

午
後
二
時
か
ら
一
時
間
程
度

費

用

無
料
で
す

そ
の
他

申
込
み
は
不
要
で
自
由
参
加
で

す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
病
院

（
４
２
）２
５
５
５

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
４
１

10月の予定（いずれも火曜日）

日 担 当 内 容

９日 内科医師 糖尿病について

16日 坂口栄養士 食事について

23日 正瑞薬剤師 薬について

30日 亀山看護師長 生活と運動

10月の保健行事 〈問い合わせ 勝浦町福祉課保健師

勝
浦
病
院

だ
よ
り
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基本健診・骨粗鬆症検診を
まだ受診していない人へ

医療機関検診
について

◎ 期 間 平成19年10月５日(金)～平成20年２月29日(金)

医療機関名 検診の種類 曜日 受付時間

勝浦病院（内科） 基本健診・肝炎ウィルス検診
金

13:00～15:00

勝浦病院（外科） 骨粗鬆症検診 13:00～14:00

◎ 実施医療機関

※ただし、満70歳以上の人、生活保護世帯、市町村民税非課税世帯の人は無料です。医療機関窓口でお申し出ください。

◎健診項目

健診項目 対 象 健診料 内 容

基 本 健 診 40歳以上 700円

身体測定、血圧、検尿、心電図検査、

血液検査（コレステロール、中性脂肪、

肝機能、腎機能、貧血、血糖）、診察

※65歳以上の人には「生活機能評価」

を合わせて実施します

肝炎ウィルス
検 診

①平成20年３月31日までに、40

歳を迎える人。

②75歳未満の人で、過去に受診

していない人。

1,200円
血液検査により、Ｃ型肝炎、Ｂ型肝炎

の感染について調べる。

骨粗鬆症検診
40歳、45歳、50歳、55歳、60歳

65歳、70歳の女性
700円 骨密度測定

平成19年４月から現在までに、総合健診、人間ドック、職場健診等で、基本健診等を受けていない人

を対象に、医療機関での検診を次のとおり実施します。受診を希望される人は、役場福祉課 （42）1502

までお申し込みください。健診は生活習慣を振り返る良い機会です。年に１度は受診しましょう。

接種月日 受付時間 対 象 地 区 接種医療機関等

11月11日（日）
午前９時～11時 石原・沼江・掛谷・山西・中角 勝浦病院 （42）2555

IP 050 - 3438 - 7441
※当日持参するもの
・予診票（記入のこと）

・保険証
・接種料金 1,000円
（生活保護世帯の人は除く）

午後１時～３時 今山・黒岩・星谷

11月17日（土）
午前９時～11時 生名・久国

午後１時～３時 棚野・立川・中山

11月18日（日）
午前９時～11時 横瀬

午後１時～３時 与川内・坂本

※申し込みをされた方には、「予診票」と「インフルエンザ予防接種を受けられる方へ」を後日送付します。

インフルエンザの予防接種について！

インフルエンザの予防対策として、高齢者

を対象にインフルエンザの予防接種を実施し

ます。申し込みとりまとめは、各愛育班を通

じて行いましたが、申し込みがまだの人で接

種を希望される人は10月５日 までに勝浦町

福祉課 （42）1502へお申し込みください。

接種対象者

★65歳以上の方（接種日に満65歳の誕生日を迎えていること）

★60歳以上65歳未満の方で、心臓や腎臓、呼吸器の機能

に、日常生活が極度に制限される程度の障害がある方

等（主治医にあらかじめご相談ください）
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「
こ
れ
、
食
べ
る
？
」
私
の
問
い
か
け

に
、
い
と
こ
は
何
も
答
え
ま
せ
ん
。
で
も
、

「
う
う
ん
、
こ
っ
ち
を
食
べ
る
。
」、
聞
こ

え
な
い
は
ず
の
い
と
こ
の
声
が
私
に
は
聞

こ
え
ま
す
。
そ
し
て
食
卓
は
、
ほ
ん
と
う

に
い
と
こ
が
話
し
て
い
る
よ
う
に
、
と
て

も
楽
し
く
み
ん
な
の
会
話
が
進
み
ま
す
。

私
の
い
と
こ
は
障
害
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
歩
く
こ
と
も
、
話
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。
今
年
養
護
学
校
の
小
学

部
六
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
で
は
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
増

や
す
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
学
習
に
と
り
く

ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
ゆ
っ
く
り
だ
け
ど

一
歩
一
歩
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。

歩
行
器
を
つ
け
れ
ば
歩
く
こ
と
だ
っ
て
で

き
る
し
、
一
人
で
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
褒
め
ら
れ
た
り
、
怒
ら
れ
た

り
す
る
と
、
そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
感
じ
て
、

感
情
表
現
も
す
る
の
で
す
。
私
た
ち
と
は
、

少
し
違
う
生
活
シ
ス
テ
ム
だ
け
れ
ど
、
み

ん
な
と
同
じ
よ
う
に
生
活
を
し
よ
う
と
努

力
を
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
努
力
を
見

て
き
た
私
は
、
そ
ん
な
こ
と
も
考
え
ず
に
、

障
害
の
あ
る
人
を
変
な
目
で
見
た
り
笑
っ

た
り
、
障
害
の
あ
る
人
は
か
わ
い
そ
う
、

と
い
う
よ
う
な
偏
見
で
見
る
人
を
許
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
気
持
ち
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
く

れ
た
の
は
「
一
リ
ッ
ト
ル
の
涙
」
と
い
う

ド
ラ
マ
で
し
た
。
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に

生
活
し
て
い
た
普
通
の
女
の
子
が
突
然
病

気
に
な
っ
て
話
し
を
す
る
こ
と
も
歩
く
こ

と
も
、
生
活
に
必
要
な
こ
と
の
す
べ
て
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
実
話
で

す
。「
病
気
は
ど
う
し
て
私
を
選
ん
だ
の
。」

と
い
う
言
葉
は
、
今
、
障
害
が
な
く
て
も
、

い
つ
自
分
に
も
ふ
り
か
か
る
こ
と
か
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
な
ん
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

そ
れ
な
の
に
、
障
害
者
は
、
不
自
由
で

か
わ
い
そ
う
・
・
・
と
い
う
考
え
方
は
変

だ
と
思
い
ま
す
。
障
害
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
そ
ん
な
に
特
別
な
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
か
。

私
の
祖
父
と
祖
母
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
の

よ
う
に
い
と
こ
の
家
に
行
っ
て
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
私
も
小
さ
い
頃
か
ら
養
護

学
校
の
行
事
と
か
に
は
行
っ
て
い
ま
し
た
。

い
と
こ
と
は
違
っ
て
、
歩
け
る
け
ど
話
が

で
き
な
い
人
、
話
は
で
き
る
け
ど
歩
け
な

い
人
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ま
し
た
。
で

も
、
み
ん
な
と
て
も
明
る
か
っ
た
で
す
。

障
害
が
な
い
人
で
も
、
も
っ
と
暗
い
表
情

を
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
小
さ
な
ト
ラ

ブ
ル
を
気
に
し
て
、
毎
日
を
有
意
義
に
過

ご
し
て
い
な
い
人
だ
っ
て
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
し
か
し
、
養
護
学
校
の
生
徒
は
本
当

に
ま
っ
す
ぐ
で
、
明
る
い
の
で
す
。
そ
れ

は
も
し
か
し
た
ら
、
障
害
の
た
め
に
で
き

な
い
こ
と
が
あ
る
ぶ
ん
、
努
力
に
よ
っ
て

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
そ
う

い
う
喜
び
を
体
で
し
っ
か
り
と
味
わ
え
る

か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
養
護
学
校
の
子

ど
も
た
ち
は
、
本
当
に
楽
し
そ
う
に
何
に

で
も
取
り
組
む
の
で
、
障
害
の
あ
る
人
、

と
い
う
意
識
は
ま
っ
た
く
な
く
、
毎
回
毎

回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

今
は
、
部
活
動
が
あ
っ
て
あ
ま
り
い
な

い
け
れ
ど
、
小
さ
な
時
か
ら
障
害
の
あ
る

人
と
自
然
に
接
し
て
き
た
お
か
げ
で
、
今

は
特
別
に
見
た
り
せ
ず
に
い
ら
れ
る
ん
だ

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

祖
父
母
は
、
私
に
も
、
よ
く
い
と
こ
の

話
を
し
て
く
れ
ま
す
。
新
し
く
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
、
本
当
に
幸
せ

そ
う
に
話
し
て
く
れ
る
の
で
す
。
私
に
は

当
た
り
前
に
で
き
る
こ
と
だ
け
れ
ど
、
い

と
こ
に
と
っ
て
は
と
て
も
大
き
な
一
歩
で
、

そ
の
進
歩
は
私
た
ち
の
大
き
な
喜
び
に
な

り
ま
す
。

祖
父
母
の
い
と
こ
に
対
す
る
強
い
姿
勢

を
見
て
育
っ
た
私
は
、
い
と
こ
に
障
害
が

あ
る
こ
と
も
あ
ま
り
特
別
に
感
じ
ず
に
生

活
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
祖
父

母
に
と
っ
て
私
た
ち
孫
は
、
と
て
も
大
切

な
存
在
で
あ
り
、
障
害
の
あ
る
無
し
な
ん

て
全
然
関
係
が
な
い
の
で
す
。

幼
い
頃
か
ら
、
障
害
と
い
う
も
の
が
身
近

に
あ
っ
た
た
め
に
私
は
、
障
害
の
あ
る
人

に
も
自
然
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
私
自
身
、
と
っ
て
も
う
れ
し
い
し
、

幸
せ
な
こ
と
だ
と
最
近
気
が
つ
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
み
ん
な
も
障
害
の
あ
る
人
に

対
し
て
、
構
え
ず
に
接
し
て
ほ
し
い
の
で

す
。
一
緒
に
生
活
を
し
て
い
れ
ば
偏
見
な

ん
て
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
み
ん
な
同
じ
。
み
ん
な

幸
せ
に
な
る
た
め
に
一
生
懸
命
に
努
力
を

し
て
い
る
の
で
す
。
幸
せ
な
人
と
い
う
の

は
、
幸
せ
だ
と
感
じ
ら
れ
る
瞬
間
の
多
い

人
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
瞬
間
が
多

い
人
は
自
然
に
笑
顔
の
多
い
人
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
い
と
こ
も
養
護
学
校
の
子
ど

も
た
ち
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
の
こ

と
を
み
ん
な
が
心
に
刻
ん
で
い
て
く
れ
れ

ば
、
き
っ
と
世
の
中
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な

偏
見
や
間
違
っ
た
考
え
は
減
る
と
思
い
ま

す
。
今
の
ま
ま
の
社
会
で
は
、
い
と
こ
が

大
人
に
な
っ
た
と
き
伸
び
伸
び
と
生
き
て

い
け
る
だ
ろ
う
か
と
、
不
安
で
す
。
世
間

の
心
な
い
視
線
を
早
く
な
く
し
た
い
し
、

い
と
こ
が
大
人
に
な
っ
て
も
、
今
の
ま
ま

笑
顔
で
い
ら
れ
る
社
会
を
作
り
た
い
で
す
。

一
人
一
人
に
優
し
い
社
会
は
、
制
度
よ
り

も
、
今
生
き
て
い
る
人
の
心
が
作
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
が
最
近
気
づ
い
た
こ
と

平
成
十
八
年
度

全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
よ
り
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つ
つ
ま
し
く
寄
り
添
う
父
母
が
道
し
る
べ

横
瀬

関

東

紀

美

釣
れ
ず
と
も
夏
は
日
課
の
鮎
を
追
う

横
瀬

前

田

好

月

月
影
の
我
が
身
踏
み
つ
つ
急
ぐ
帰
路

横
瀬

西

蔭

達

男

つ
ま
ず
い
て
人
の
痛
み
も
分
か
り
だ
す

棚
野

殿

川

早

苗

連
れ
立
っ
て
蛍
見
に
行
く
夕
ま
ぐ
れ

久
国

美

馬

真

由

辛
か
っ
た
過
去
も
笑
う
て
話
せ
ま
す

横
瀬

中

田

万

里

罪
の
な
い
話
し
が
は
ず
む
涼
み
台

中
山

山
下
ふ
さ
を

〈
評
〉
涼
み
台
と
聞
き
懐
か
し
く
思
い
出
す
。
本

当
に
罪
の
な
い
話
し
で
花
を
咲
か
せ
た
い
。
噂

話
は
す
ぐ
尾
ひ
れ
が
つ
き
争
い
の
種
に
な
る
か

ら
。

月
並
み
な
言
葉
の
中
に
あ
る
温
み

横
瀬

日

下

美

里

〈
評
〉
ご
近
所
の
人
や
友
達
は
並
み
な
言
葉
も
や

さ
し
さ
や
思
い
や
り
が
あ
る
。
ふ
と
そ
ん
な
言

葉
を
聞
く
と
心
が
癒
さ
れ
る
。
あ
り
が
た
い
こ

と
だ
。

慎
ま
し
く
生
き
て
平
和
な
老
後
で
す

横
瀬

日

下

美

里

〈
評
〉「
謙
譲
の
美
徳
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

常
に
謙
虚
で
あ
る
こ
と
が
一
番
だ
と
思
う
。
だ

か
ら
平
和
な
老
後
を
迎
え
て
何
よ
り
だ
。

好
き
な
人
の
風
邪
ま
で
み
ん
な
貰
い
受
け

坂
本

平

尾

智

男

連
れ
立
っ
て
京
見
物
の
群
れ
に
居
り

中
山

山
下
ふ
さ
を

年
金
の
お
ば
け
住
ん
で
る
保
険
庁

久
国

美

馬

真

由

ひ
と
芝
居
打
た
ね
ば
な
ら
ぬ
時
も
あ
る

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

こ
の
足
の
重
さ
に
老
い
を
思
い
知
る

棚
野

殿

川

早

苗

爪
に
火
を
灯
し
年
金
様
々
だ

立
川

前

田

千

恵

こ
の
人
の
掘
っ
た
穴
な
ら
落
ち
て
み
る

生
名

岩

本

敏

子

通
話
中
育
ち
盛
り
の
娘
が
二
人

生
名

岩

本

敏

子

ゆ
っ
く
り
と
老
父
の
電
話
聞
い
て
い
る

横
瀬

関

東

紀

美

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
呼
ば
れ
弾
ん
で
買
う
お
菓
子

立
川

堀

梅

子

可
も
不
可
も
な
く
ひ
た
す
ら
に
生
き
て
い
る

横
瀬

呑

口

久

子

杖
は
友
散
歩
の
道
も
二
人
連
れ

横
瀬

西

蔭

達

男

庭
先
の
花
に
や
す
ら
ぐ
朝
な
夕

横
瀬

桜

木

千

代

つ
い
て
来
る
小
犬
弁
当
お
裾
分
け

坂
本

平

尾

智

男

つ
ま
ず
き
の
あ
る
度
手
相
気
に
か
か
る

立
川

堀

梅

子

つ
つ
ま
し
く
生
き
て
余
生
を
幸
せ
に

立
川

前

田

千

恵

す
ね
て
い
る
顔
も
可
愛
い
い
二
才
の
児

横
瀬

呑

口

久

子

釣
り
歴
は
人
に
負
け
ぬ
と
自
負
し
て
る

横
瀬

前

田

好

月

老
い
の
坂
ヨ
イ
シ
ョ
が
お
供
し
て
登
る

中
角

花

岡

福

枝

ひ
と
時
の
午
後
の
ゆ
と
り
に
見
る
ド
ラ
マ

中
角

花

岡

福

枝

手
土
産
を
恩
師
訪
ね
て
手
渡
せ
る

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

児
を
背
負
い
手
土
産
さ
げ
て
里
帰
り

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

強
そ
う
に
見
せ
て
し
っ
ぽ
は
踏
ま
れ
て
る

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

〈
評
〉
一
豊
の
妻
千
代
の
ブ
レ
ー
キ
な
ど
教
え
ら

れ
た
。
「
し
っ
ぽ
は
踏
ま
れ
て
る
」
は
奥
さ
ん

の
上
手
さ
。
こ
こ
に
ユ
ー
モ
ア
を
感
じ
楽
し
い

句
だ
と
思
う
。

逢
い
に
行
く
明
日
へ
鏡
を
磨
き
寝
る

横
瀬

中

田

万

里

〈
評
〉
誰
に
逢
い
に
行
く
か
知
れ
な
い
が
「
鏡
を

磨
き
」
に
彼
の
顔
が
写
っ
て
い
る
。
心
弾
ま
せ

明
日
を
楽
し
み
に
眠
り
に
つ
く
。
眠
れ
な
い
か

な
。

亡
父
に
逢
わ
す
為
逝
く
母
に
化
粧
す
る

棚
野

島

つ
と
む

〈
評
〉
本
来
は
淋
し
い
句
で
あ
る
。
し
か
し
亡
父

に
逢
う
母
に
化
粧
す
る
こ
と
で
明
る
さ
が
出
て

い
る
。
し
か
も
子
供
達
の
母
へ
の
思
い
や
り
が

嬉
し
い
。

「
つ
」
か
ら
始
め
る

題

雑

詠

次
回
作
品
募
集

十
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

十
一
月
一
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

秀

句

秀

句

か
つ
う
ら
柳
壇

井

上

博

選
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指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

（
中
角
）
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

10
月
６
日

午
前
９
時
ま
で

（
横
瀬
）
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

10
月
13
日

午
前
９
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

①
段
ボ
ー
ル

厚
手
の
菓
子
箱
等
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

②
新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
古
本
・
雑
誌
・
紙

包
装
紙
な
ど
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

同
じ
種
類
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は

破
っ
て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ

ひ
も
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
勝
浦
を
考
え
る
会
」

古
紙
の
回
収
に
ご
協
力
を
！

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

２日

（火）

石 原

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

６日

（土）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

16日

（火）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

23日

（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

１日

（月）

石 原

沼 江

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

９日

（火）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

15日

（月）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

浜 正 幸 さ ん 宅 西

大 井 堰 碑 の 前

22日

（月）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

４日 ・18日 旧生比奈
原則第１・３木曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

５日 ・19日 旧 横 瀬
原則第１・３金曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

不用犬引き取り日

９日 ・23日
※登録している犬の場合は印鑑
と鑑札が必要です。

最近、犬の飼い主の方のマ
ナーが悪くなってきています。

飼い犬の放し飼いや散歩中の
フンの放置はやめましょう。

今、飼い主のモラルが問わ
れています。近隣や周囲の人
に迷惑をかけることなく楽し
く快適にペットと暮らすため
にも、愛情と責任を持って飼
いましょう。
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あなたの呼吸が止まるまで 島 本 理 生

顔なし子 高 田 侑

サクリファイス 近 藤 史 恵

風の音が聞こえませんか 小 笠 原 慧

七里湖 大庭みな子

この人と結婚するかも 中島たい子

花水木（東京湾臨海署安積班） 今 野 敏

予定日はジミー・ペイジ 角 田 光 代

金尽剣法 浮雲十四郎斬日記 鳥 羽 亮

スワンソング 大 崎 善 生

果ての花火 松井今朝子

幻 夢 藤 沢 周

「気づき」の幸せ 木 村 藤 子

暴走老人！ 藤 原 智 美

トップの素顔論 幸 田 真 音

うまみたっぷり簡単！ 漬物おかず 宮城恵美子

紀香バディ！ 講談社ＶＯＣＥ編

新着図書の一部紹介

★おはなし会

28日 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読

み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関
横のブックポストに入れてください

10
月
の
行
事

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１４１５１６１７ １８ １９ ２０

２１２２２３２４ ２５ ２６ ２７

２８２９３０３１

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

武士の一分

佐賀のがばいばあちゃん

妖怪大戦争

田 中 森 一 著

反 転

伝説の辣腕・特捜エース

検事として名をあげた後、

87年弁護士に転身、とある

詐欺事件を巡り東京地検に

逮捕され、実刑判決を受け

る。「闇社会の守護神」と

呼ばれた男の初書き下ろし

自叙伝。平和相銀行不正融

資事件など数々...
生きることは愛すること。世の中をよく

するにも、戦争をやめるにも、愛があれば

こそ。人を幸せにするにも愛があればこそ。

愛こそは想像力です。子どもたちに豊かな

想像力を身につけてほしいのです。

瀬戸内寂聴 著

瀬戸内寂聴おはなし絵本

月のうさぎ 幸せさがし

さいごのまほう 中 島 和 子

まじょのけっしん 中 島 和 子

チクチクのおばけりょこう 舟 崎 克 彦

きつねのでんわボックス 戸 田 和 代

おばけの人生相談 沼 野 正 子

なかよしおばけといたずらネッシー

ジャック・デュケノワ

未来はあなたの中に 瀬戸内寂聴

夜の博物館 ミラン・トレンク

おひるねネコさん ふくざわゆみ

としょかんライオン ミシェル・ヌードセン

児童書の一部紹介

期 間 10月31日 ～11月４日
午前９時30分～午後５時まで

（最終日は午後４時まで）

場 所 勝浦町図書館２階

視聴覚室・郷土資料室

掛 軸 展示会

�����
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人 口（平成19年８月31日現在）

世帯数 2,158戸

男性 3,028人

女性 3,285人

計 6,313人

出生 男 ２人 女 １人 計 ３人

死亡 男 ４人 女 ３人 計 ７人

転入 男 ３人 女 ４人 計 ７人

転出 男 ９人 女 10人 計 19人

ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

おくやみ申します

大字坂本字坂本 横山矩仁男（81歳）

大字三溪字上小川 橋 肇（87歳）

大字久国字原 井内美智子（46歳）

大字三溪字平 田シゲノ（91歳）

大字坂本字観音堂 笠 松 武 夫（92歳）

大字沼江字一楽 横尾トシヱ（86歳）

大字沼江字山路 山 村 博（91歳）

日 時 10月13日 午前９時30分～午後４時
場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 毎週月曜日 午前８時30分～午後７時
（月曜日が祝日の場合は、翌日の火曜日に実施）

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談 ０５７０（０５）１１６５
年金受給している方の相談 ０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで

※土・日・祝日を除く

休日年金相談

ねんきんダイヤル

時間延長年金相談

年 金 相 談 ご利用
ください！

善意ありがとうございました
（８月16日～９月15日）

中 野 清 さん（今山） 市 川 公 雄 さん（与川内）

定 作 和 明 さん（中山） 高 橋 嗣 男 さん（与川内）

武 田 裕 志 さん（与川内） 倉 坪 泰 幸 さん（中山）

高井恵美子 さん（中角） 田 勝 代 さん（中山）

笠 松 正 男 さん（坂本）

以上の方から善意銀行に 善意がよせられ

ました。ありがとうございました。

★特別踊り 2日 ･9日 ･16日 ･23日 に行ないます。

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 23 ・30 午後 7:30～9:30

踊 り 10 ・17 ・24 午後 7:30～9:30

歌 謡 ７ ・21 午後 7:30～9:30

生け花 １ ・22 午後 7:30～9:30

大正琴 11 ・18 ・26
午後 1:00～3:00
午後 7:00～9:00

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

10月 交流講座ご案内

10月 勝浦郡夜間救急当番表
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０ ３１

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午前６時～翌朝午前９時 休日:午前７時～翌朝午前９時

お誕生おめでとう

大字坂本字坂本 ）佐野木 伸 二
瞳

長女 凜
りん

大字星谷字宮原 ）種 子 直 城
泰 子

長女 奈
な

々
な

美
み

大字三溪字倉瀬 ）倉 橋 芳 史
美 紗

二男 徠
らい

斗
と

日 時 10月５日 ・12日 ・19日 ・26日
午後１時～４時30分

場 所 勝浦町住民福祉センター１階

相談内容 人権・行政・厚生・福祉

※平日でも受付しておりますので、お気軽にお問い

合わせください。 (42)4652

心 配 ご と 相 談

（
大字沼江字西谷

徳島市

作 本 知 徳
大 谷 瞳

（
大字棚野字西久保

小松島市

堺 誠 也
森 清 美

ご結婚おめでとう

まちのうごき
平成19年８月16日～９月15日（敬称略）
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